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ホームページの「岐阜の街 ウィーンの如く 音

楽し」という言葉と楽しそうな雰囲気に惹かれて

電話で問い合わせ したのが一年前。岐阜に引つ越

してきたばかりでした。「歌えなくても大丈夫です

よ～」という言葉に背中を押して頂き、まず見学、

そして入団させて頂きました。周 りの方々に助け

て頂いて今まで続けることができています。

そして入団させて頂いたお蔭で、この一年間多く

の貴重な経験をさせて頂きました。

ヨーロッパヘの音楽旅行は、最初に旅行スケジ

ュールを見た時、その内容の贅沢さに驚き「次回

は絶対に行きたい |」 と思いましたが、幸運なこ

とにすぐに参力]さ せて頂くことができました。

夢のような 12日 間でした。

ブダペス トでの “第九演奏"ウ ィーンでのオペ

ラ鑑賞、スメタナ音楽祭で聴いたチェコ。フィル、

その他にも音楽好きにはたまらないイベン トが盛

りだくさんで興奮の毎日でした。今思い出しても

楽 しかった記憶がよみがえつて、ニヤリとしてし

まいます。

また、ブダペス ト、一万人の第九、そして締め

くくりは冬の定期演奏会と、合唱団にいたお陰で

去年は 3回 も第九を歌 うことができ、これも予想

外でした。

ブダペス トでは、ただ無我夢中のうちに終わり、

観客の方々の盛大な拍手に呆然としましたが、後

でDVDを 聴き、改めて素晴らしい演奏会に参加

できたことを感謝 しました。また一万人の第九で

は、人数の迫力と前日リハーサルからステージが

出来上がっていく過程を楽 しみました。そして定

期演奏会では、やはり「自分たちの第九」を歌つ

たという感動がありました。第九を歌 うのはとて

も難 しいですが、続けて歌 うことで少 し慣れるこ

とができた気がします。

歌うって・ 楽しくて・すごく難しくて面白い

岐阜本部 アルト土田由子

最近、歌 うことの難 しさを痛感 しています。今

まで、音楽特にクラシック音楽を聴くことは大好

きでしたが、歌は苦手で真剣に考えたことがあり

ませんでした。

合唱団に入つて、まず立ち姿勢など発声法の基

本から教えて頂き、初めてのことばかりでした。

今も周 りの方々のきれいな声を聴いて、私も力を

抜いて歌わないと、と思うと余計に力が入つて悪

循環になつてしまいます。

でも、音楽を心から愛 し楽 しむ平光先生のパワ

ーを分けて頂き、そして丁寧に発声法を教えて下

さる伴先生のお陰で、それから温かく接 して色ん

なこと(岐阜のことも含めて)を教えて下さる団員

の方々に支えられて、皆で歌 うことの楽しさが少

し解るようになってきました。

去年夏の定期演奏会の 「こども歳時記」は日本

情緒あふれる美しい曲でした。今年のフォーレの

レクイエムもCDを聴 くと、天使に囲まれて守ら

れているかのような不思議な心地良さを感 じる美

しい曲です。

生まれた時から『神』の存在がごく身近であるヨ

ーロッパの人達の『神』への心を理解するのは難

しいですが、優しい響きの歌声が天に届くような、

そんなハーモニーを奏でられたら素晴らしいと思

います。まだまだ発声法もままならない私には難

しい曲ですが、迷惑にならないよう、響きを大切

に練習したいと思います。

皆様これからもどうぞよろしくお願いいたします。

編集部からのお願い

ウィーン岐阜合唱団新聞も今回で 210回の発行をす

ることが出来ました。これも団員の皆様のご協力のお

陰と感謝いたしております。更に、今後 300回 400回
と発行するには団員の皆様のご支援が絶対不可欠で

す。編集部から原稿依頼された方は極力お力をお貸

し下さいます様 お願い致します。
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「エンジョイ・ミュジック 709」 これは、携帯電話を

買つた当時中学生だった息子が考えてくれたアドレ

スです。アラカンを迎え、人生のレールを再点検し

てみると、仕事でくたくたの人生の中でも、ずつと音

楽のレールの上を走つてきたように思うようになりま

した。

幼い頃、音楽の大嫌いな父が、なぜか「第九」の

レコード盤を持つていて、それがベートーベンとの

出会いでした。そして、「第九」を歌うことで、たくさ

んの人や文化、宝物に出会うことができました。

まず、歌えることに感謝、美しい音楽に出会えた

楽しさと感動に感謝、新たな発見ができたことに感

謝しつつ合唱練習してきました。仕事と家事と育児

をしながらも楽しめる音楽は、期間限定の第九合唱

団でした。「名古屋一万人の第九外山雄三指揮名

古屋フィルハーモニー」「秋山和慶指揮大阪フィル

ハーモニー」の演奏にも参加できました。ベートー

ベンが人生をかけて作つた大由には、たくさんのメ

ッセージがありました。指揮や指導の先生によつて、

多様な解釈や表現がありました。

レクイエム? 鎮魂歌 ? えっ、お葬式の時

に歌 う歌 ? 何か暗い感 じ、と思つたのは私だ

けではないのでは?

さつそくCDを購入 して聞いてみました。

なんて、美 しい旋律、劇的な曲想、これは、

どうしてもソプラノで歌いたいと、ソプラノに

復帰 しました。ご迷惑をお掛けするかもしれま

せんがよろしくご指導下さい。

さて、フォーレのレクイエムが初演された時に

は、カ トリックの司祭から斬新すぎると叱責さ

れたとか、死者のミサの形式では必須の「怒 り

に日」がないとかの批半Jが 出たそ うです。それ

に対 しフォーレは  「死は苦しみとい うより、

むしろ永遠の至福の喜びに満ちた開放感にほか

崚阜本部 ア′L卜 山 本  李 子

海外の指揮者と言葉の壁を越えて演奏したことも

あれば、バスで出会つたドイツ人の娘さんが、ステ

ージを降りるまでそばに来て、私にずつと手を振り

続けてくれたこともありました。カラヤンが作つたホ

ールで演奏したベルリンでの演奏や広島で世界の

平和を祈りながら歌つた「第九」も忘れられません。

時と場所を越え作曲者と心をつないでくれたり、

国や文化を越えて人と人の心をつないでくれたりす

る音楽をこれからも存分に楽しみたいと思つていま

す。

ウィーン岐阜合唱団の「第九」に出会えたことは、

新しい発見と感動です。ロマンチックで美しいフレ

ーズは、脳裏から離れません。質の高いものを創る

ための努力や音楽を聴いていただくためのきびしさ

を自覚しながらも楽しむ心を持ち続けていきたいと

思います。

ウィーン岐阜合唱団に入団し、みなさまと一緒に

合唱させていただける幸せを味わいながら、世界に

ひとつだけの美しい音楽を創る活動を楽しみたいと

います

岐阜本部ソ電ラノ 滅野啓子

なりません。」と、書いています。

この曲が美 しい響きに満たされているのは、

このフォーレの思いによるのでしょう。

神に永遠の安らぎを求め、又、それが与えら

れることへの信頼感を持っているからこそ、生

まれてきた曲だと思います。

キリス ト教では、死者は神様の下に帰ること、

そして、神様はわが子を迎えるように優 しく迎

えてくださることを信 じています。

良く死ぬ事は、良く生きる事。長くても短く

ても一つの人生の完結としての死をどう迎える

のか、自分の人生が安 らぎに満ちた良い人生だ

つたと思えたらいいですね。

そんな、思いを込めてレクイエムを歌いたい。
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フォーレのレクイエム(歌詞と訳)

・ 単語の意味が解りやすいように遂語訳にしてあります。

・ 訳語を載せてあるのは、その単語の本来の意味をつかみやすくするためのです。

・ 単語つづりの中の「
｀
Jは、アクセントの位置です。その次の音節にアクセントがあります。

・ カワイ出版「新リーダーシャッツ混声合唱第 2巻」に載せられている訳は太字で記入してあります。

・ 〔〕内はフォーレが付け加えた部分、()内 はフォーレが省略した部分、又は次 (前 )の行にある部分です。

1口  INTROIT et KYRIE 〔入祭唱とあわれみの議歌〕
1´Requiem  2 aeiternam  3´ dona  4´ eiS   5´ donline:

2永遠の 1安慶、・平安・休′自、を 4彼らに 3与えてください  5主よ

主よ、永遠の休息をかれらに与え、
l et  2 1uX  3 per'petua  41uCeat  5´

eiS.

1そして 3絶え間ない 2光を 5彼らに 4照らしてくださいたえぎる光を彼らの上に照らしたまえ。
l Te  2´ deCet  3´ hymus,  4´ Deus,   5 in  6´ sion,

1あなたは 6シォン 5ぉぃて 3讃美に 2ふさゎしぃ  4神 よ、

神よ、主の讃美をふさわしく うたいうるのはシオンにおいてである.

let  2´ tibi  3red'etur  4´ votum  5in  6´jerusalelln:

1そして 6ェルサレム 5で 2ぁなたに 4誓い 。誓約 ;祈りを 3ゅだねます。おかえしします :

エルサレムでは、主に いけにえを ささげたてまつる。
l exlaudi   2。rati'onem  3´ Ineam｀

3私の  2祈 りを  1聞い てくだ さい 、 (全て の 肉体 の 向 か うべ き主 よ、 )われ らの 祈 りを聞 きた ま え

l ad  2te  3´
。mnis  4´ car0  6´ veniet.

3すべての 4肉体は 2ぁなた 1に  5還る 全ての肉体の向かうべき主よ、
l Kyrie   2eleiSon.

1主よ 2隣れんでください 主よ あわれみたまえ
l Christe   2 eleiSon.

1キリストよ  2隣れんでください キリス トよ、  憐れみたまえ。

2.OFFER丁 01RE(奉 納唱 )

10 2´ Domine 3´ jeSu 4´ christe, 5 Rex 6´ g10riae,

1ぉ ぉ 2主なる 3ィェス 4キリスト,  6栄光の 5王、〔おぉ〕 栄光の王 主イエズス・キリストよ、
1´
libera  2´ animas  3 defun'ctorum

3死
者の 2魂・霊。霊魂を 1自 由にしてください 死んだ (信者)全ての霊魂 を  (地 獄の罪 と

底なき深淵とか ら)救い出し、
l de 2´ pOenis  3 in｀ 取erni

3地
獄の  2罪  1から 地獄の罪 と

let 2de  3 prO｀
lindo  4´ laCu  5 de  6´ 。re  7 1e'Onis,

1そして 3深い :底のない。測り知れない 4池 :穴 :深淵  2から、 7ライオン:獅子の 6口  5か 、

底なき深淵とから、かれ らの霊を獅子の回か ら解き放 したまえ
i ne  2 adiSOrbeat   3´ Tartarus,

3冥府に 2飲み込ませ 1ず, かれらの霊を冥府に落とさず、
l ne   2´

cadant   3 in  4。 biscurum

4暗
黒  3に   2落 とさ 1ず .間 に投 げたもうな .

1´ Hostias    2 et   3´ preCes   4´ tibi,   5´ donline,

5´ 主よ,4ぁなたに 1犠牲。いけにえ 2と 3祈りで、  主よ、 (称賛の)い けにえと祈りとを
われらは主に (捧げ奉る)

1´Laudis   2。f,ferirnus;

1称讃を 2示します :捧げます:供えます、称賛の (いけにえと祈りをわれらには主に)捧げ奉る。
l Tu   2´ suSCipe  3 pr0   4 anilmabus  5 illis
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1あなたは 4魂・霊魂の 3ために 5これを 2ぅけとって:受け入れてください (本 日記念する)

霊魂のために これを受け入れたまえ.

1´ quarum  2´ hodie  3 me'rnoriam  4´ fhcimus;

1それは 2今 日 3記念 4する 1者 (上の霊魂に掛かる).(本 日記念する (霊魂の種に)
l fac 2´ raS,  3´ Domine, 4 de 5´ mOrte 6 tranSire 7 ad 8´ vitam,

3主よ, 2彼 らを 5死  4から(■om)8生 命  7へ と(t。)6越 えて行くか :移つて行くか :変化さ
1せてください, 主よ、彼らを死から生命へと移したまえ.

l quam  2´。lim  3´ Abrahae 4 PrOmrsisti  5 et  6´ semini   7´ ejuS.

2かって 3ァブラハム 5と  7彼の 6子孫に 4約束した  1ように.主がそのむかしアプ
ラハムとその子孫とに約束したもうたその生命へ

.

l Amen.アーメン (ヘブライ語 :真に。確かに。その通りです。そうなりますように).〔アーメン〕

3. S A N CttU S(感謝の讃歌 )
1´ Sanctus,   2´ s anCtus,  3´ sanCtus 4‐ Dominus  5´ Deus  6´ sabaoth

l聖なる, 2聖なる, 3聖なる 6万軍の 5神なる 4主 .(sanctus=神 聖な・聖別された :崇高な、
saba崇高なヘブライゴ :万軍・天軍)聖なるかな、聖なるかな、聖なるかな、万軍の神なる主.

1´Pleni    2 sunt     3´ coeli     4 et   5´ terra    6´ g10ria  7´ tua.

7ぁなたの  6栄光は 3天  4と  5地に 1満ちて:満たされて:全てを覆って 2ぃます。主の
栄光は天地に光.

l Holsanna   2 in   3 eX'Celsis.

3天のいと高きところ  2に  1ホザンナ .(hosanna=ヘ ブライ語 :万歳・賞賛の叫び声、exceisis=高 所・優秀 :天 )

天のいと高きところにホザンナ

4. PIE JESU=SEQUENTIA(ソ プラノソ回の部分) 削除
5.AGNUS DEl(平 和の議歌)と 00ⅢUN10(聖体拝領唱)

1´ノヽqnus  2´ Dei,  3 qui   4´ t。1lis   5 peCtCata   6´ mundi,
2神の 1小

羊,6この世 :世界 :人類の 5罪
を

4取
り除く

3方

,神の小羊, 世の罪を除きたもう主よ,

1´ dona   2´ eiS  3´ requiem
2彼らに 3安′自、を 1与えてください。かれらに やすらぎを与えたまえ。

l Lux    2 aelterna   3´
luCeat   4´ eiS,  5´ DOnline,

2永
遠の :不滅の 1光を 4彼 らに 3照らして:光からして:輝かせてください, 5主よ,

主よ、永遠の光明をかれらの上に かがやかせたまえ。
l cun    2´

sanCtis    3´ tuiS   4 in    5 aeiternunl,

5永
遠  4に  3ぁなたの  2聖 人らと 1ともに,と こしえに 主の聖人らとともに,

1´ quia  2´piuS    3 eS.

1それというのは :なぜなら 2慈 悲深い  3か らです。慈悲深き主よ。
1´Requiem   2 aeternam  3´ dona  4´ eiS,   5´ DOmine,

2永
遠の  1安 息。平安。休息を 4彼 らに 3与 えてください,5 主よ,

主よ 永遠の休息を彼 らに与え、
l et   2 1uX   3 peripetua    4´

luCeat    5´ eiS.

1そして 3絶え間ない 2光を 5彼らに 4照らしてください。
たえぎる光を かれらの上に照らしたまえ

6口  LT3ERA ME(赦祷文)

1´ Libera  2 me  3´ Domine,  4 de  5´ mOrte  6 aeterna
2私を 1自 由にして:開放して:束縛を解いてください, 3主よ,6永遠の 5死  4から主の,

(かの恐ろしい日に1)私を永遠の死から解放したまえ。
lln  2´

die  3´ 11la  4treimenda

3ぁの  4恐 ろしい  2日  1にかの  恐 ろ しい日に



ウィーン岐阜合唱団ニュース   第2010号   別冊     (5p)
2天 5と  6地が 3揺り動か 4される 1その時、天地がふるいうごくその日。

lDum  2´ veneris  3 judrCare

3裁くために 2来る 1時主が (こ の世を 火をもつて〕 審くために 来たもうとき。
1´ Saeculum   2 per   3´ ignerm.

1この世を 3火  2でこの世 を火をもつて
1´ Tremens   2´ faCtus   3 sum   4´ egO,

4私を 1震え  2・ 3させ、ゎたしは、
(来るべき 審きと その上に怒りとを思つて、)ふるえ (おののく)。

l Et  2´ timeo  3 dum  4 dis,cussio  5´ venerit.

1そして 5来るべき 4裁き:議論  3までの間 2恐れる:心配する:不安になる来るべき審きと

(その上に怒り)と を思つて、 (農え)おののく。
1´ atque   2 ven'tura    3´ ira

lその上 2来るべき 3怒り 来るべき (審きと)その上に怒り (と を思つて)、
1´ Dies   2´ illa,    3´ dieS    4´ irSe

2その 1日 、 4怒りの  3日  その日こそ 怒りの日、
l calanliltatis   2 et    3 rnitSeriae;

1禍・不幸  2と   3苦難。悲惨、 禍の日、  悩みの日、
1´
dies   2´ illa,   3´ dieS  4´ Inagna

2その  1日 、 4大いなる(高い。遠い。広い。多数の)(次の詩句)の  3日  大いなる (悲嘆の)日。
l et   2a'Inara     3´ valde

lそ して 3大変な :沢 山の  2苦しみ :悲 嘆。大いなる悲嘆の (日 )

1´Requiem   2atternam  3´ dona  4´ eiS,    5´ Domlne.
2永

遠の  1安息。平安・休′自、を 4彼らに 3与えてください、 5主よ 主よ、永遠の休息を彼 らに与え、
l et  21uX  3 per'petua   4´

luCeat   5´ eiS

lそして  3絶え間ない  2光を 5彼らに 4照らしてください。

たえざる光 りを 彼 らの上に照らしたまえ。
1´Libera   2me,   3´ Domine.

2私を 1角
翠放してください、 3主よ.(主よ、 かの恐ろしい日に、)わたしを (永遠の死から)開放したまえ

7.IN PARADiSUM(楽 園歌 )

l ln   2 paraldisum   3 de'ducant    4´
angeli;

4天使らが 2楽園・天国 1に  3連れて行く:導くように;天使らが あなたを天国に連れて行くように,

l ln  2´ tu0   3´ adiVentu

2ぁなたが 3着く。到着する 1時 あなたが そこに着くとき,

l suiscipiant  2te  3´
Inartyres,

3殉教者らが  2ぁなたを 1受け入れ :出迎え(下から受けとる:支持する)、 殉教者たちが 出迎え、
l et  2 per'ducant    3te,

1そして  3ぁなたを 2案内します :連れて行きます、 (エルザレムの聖なる都に)導 くように。
l in  2c市 rtatem  3´ sanCtam  4jeTuSalem

4ェルサレムの 3聖なる 2都  1に  エルサレムの聖なる部に
l Cho｀

rus      2 ange｀ lorum    3te    4su｀ SCipiat,

2天
使 の  1踊り歌う群れ :合唱 隊 (輪舞 )が  3ぁなたを  4出迎え、天使 の群れが  あなた を出迎 え、

l et   2 cum   3´ Lazaro   4´ quOndam    5´ paupere

lそして 4かって 5貧しかった  3ラザロと 2ともに かつて まずしかつたラザロの入つた
l aelternam  2´

habeas   3´ requiem.

1永
遠の  3安息を 2保つ :維持するように。 その永遠の 体みに 導きたまわんことを。



4月 ～ 6月 練習予定

ウィーン岐阜合唱団ニュース 第 209号 2017年 4月号   (6)

私の先生

ス ミ レ の 花
もう20年も前のこと。3月 初めのころ義父

の介護がいきなり始まったc

おむつの当て方が悪かったのか、漏 らしてい

た。着替えを済ませ、谷へ洗いに降りていった。
ゴム長靴にゴム手袋でもみ洗いを懸命にやつ

てもなかなか落ちない。腰も痛くなり、手足の

感覚もなくなってきた。

ふつと泣きそ うになった。「始まったばかり

じゃないか」と、自分を叱る。腰を上げてみた。

冷たいはずだ。粉雪が舞つている。水分を含ん

だ寝間着はけっこう重い。

チヨット休もうとバケツを置いた。何気なく

左を見た。大きなスギの本の根元に、藤色のス

ミレの花が群生していた。「まだ、こんなに寒

いのに」と、見とれてしまった。

そつと、スミレを撫でてみた。藤色がボワー

と波打つた。熱くて冷たいものがポタポタ落ち

た。私は泣いていた。すると、不思議な事に手

も足も温かくなり、心もほつこりしてきた。

この介護は 1年半続いた。その 1年後、義母の

介護が始まった。

スミレの花が見たくて行ってみたが、二輪 し

か咲いていなかった。そっと撫でてみたが、涙

は出なかった。あの時のスミレは、私を元気づ

けてくれたのだと。

今、思える。スミレさん 本当にありがとう。

岐阜県白川町在住 69歳 主婦h29.3.7

愛
知
県
立
芸
術
大
学
の
恩

師
、
中
田
直
宏
先
生
に
は
衝

撃
を
受
け
ま
し
た
。
和
声
や

対
位
法
的
な
感
覚
、
全
体
の

構
成
も
瞬
時
に
分
か
る
天
才

肌
の
方
で
す
。
昨
年
の
グ
ラ

ン
ド
オ
ペ
ラ

「
宗
春
」
の
す

ば
ら
し
さ
に
は
、
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
良
い
と
こ
ろ
を
伸

ば
し
、
多
少
の
悪
い
と
こ
ろ

に
は
目
を
つ
ぶ
る
指
導
を
受

け
、
伸
び
伸
び
と
作
曲
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

卒
業
後
に
研
究
生
と
し
て

指
揮
を
学
ん
だ
桐
朋
学
園
大

学
で
は
、
斉
藤
秀
雄
先
生
の

指
揮
法
メ
ソ
ー
ド
を
学
び
ま

し
た
。
指
揮
棒
の
振
り
方
の

「
た
た
き
」
や
「し
ゃ
く
い
」
、

「
平
均
運
動
」
な
ど
が
■
音

符
ず
つ
指
定
し
て
あ
り
、
完

璧
に
な
る
ま
で
徹
底
的
に
た

た
き
込
ま
れ
ま
し
た
。
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
に
徐
々
に
慣
れ
て

き
た
の
も
、
こ
の
頃
で
し
た
。

ま
た
、
指
揮
法
を
教
え
て
い

た
だ
い
た
秋
山
和
慶
先
生
や

尾
高
忠
明
先
生
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽

団
の
育
て
の
親
、
山
田

一
雄

先
生
に
師
事
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
山
田
先
生
に
は

精
神
的
な
こ
と
を
多
く
教
わ

り
ま
し
た
。
あ
る
レ
ッ
ス
ン

の
後
、
先
生
が

「
僕
は
技
術

的
な
こ
と
を
教
え
る
こ
と
は

で
き
て
も
、
棒
を
下
ろ
し
た

瞬
間
は
、
あ
な
た
の
人
生
観

や
倫
理
観
が
出
ま
す
。
そ
れ

は
教
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

よ
」
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

何
と
重
い
言
葉
。
音
楽
と
は

人
生
そ
の
も
の
だ
と
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ウ
ィ

ー
ン
国
立
音
大
の
教
授
カ
ト

ル

・
エ
ー
ス
テ
ラ
イ
ヒ
、
ス

イ
ス
で
は
リ
ヒ
ャ
ル
ト

・
シ

ュ
マ
ッ
ヒ
ヤ
ー
に
師
事
し
ま

し
た
。
両
先
生
と
も
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
音
楽
で
、
広
々

と
し
た
大
地
そ
の
も
の
を
感

じ
ま
し
た
。

私
は
い
い
先
生
方
に
恵
ま

れ
、
幸
せ
者
だ
と
思

っ
て
い

ま
す
。
こ
の
幸
せ
を
少
し
で

も
地
元
の
方
々
に
還
元
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

豪 ウィーン岐
雲称墾響平光 保

練習時F80は 18:45～20:45です。(18:30には集合しましょう !!)

月  日 岐 阜 月  日 大 lB

4月  6日 (本 ) 長森コミュニティーセンター 4月 7日 (金 ) 大垣市南地区センター

4月  13日 (本 ) 長森コミュニティーセンター 4月 14日 (金) 大垣市南地区センター

4月  20日 (本 ) 長森コミュニティーセンター 4月 21日 (金) 大垣市南地区センター

4月  27日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 4月 28日 (金) 大垣市南地区センター

5月  11日 (木 ) 北部コミュニテイーセンター 5月 12日 (金 ) 大垣市南地区センター

5月  18日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 5月 19日 (金 ) 大垣市南地区センター

5月  25日 (本 ) 岐阜・大垣含同練習 長藤コミュニティーセンタ… 18:45～20:45～

5月 27日 (土 )～ 28日 (日 )合宿 於 :コージュ高鷲 (詳しくは後日お知らせします)

6月   1日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 6月  2日 (金 ) 大垣市南地区センター

6月  8日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 6月  9日 (金 ) 大垣市南地区センター

6月  15日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 6月 16日 (金 ) 大垣市南地区センター

6月  22日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 6月 23日 (金 ) 大垣市南地区センター

6月  29日 (木 ) 長森コミュニティーセンター 6月 30日 (金 ) 大垣市南地区センター


